
広報

	 2	 平成 22年度の決算を報告します

	 8	人権・青少年健全育成合同大会を開催します

	10	 市町交通災害共済の加入方法が変わります

	11	 ごみ収集業者入札参加資格審査申請を受付けます

16		 町ぐるみ日曜健診を実施します
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表 紙

地域で学んだ一週間　　　　
　　　トライやる・ウィーク

　10 月 17 日から１週間、神河中学校
の２年生が町内の事業所でトライやる
活動に取り組みました。
　生徒たちは、慣れない仕事に戸惑い
ながらも様々なことにチャレンジして
いました。
　受入事業所様をはじめ、地域の皆様、
ご協力ありがとうございました。

主 な 内 容
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　平成 22 年度の一般会計と特別会計、企業会計の決算がまとまり、9月定例議会で認定されました。
　町の予算は、皆さんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。
　この１年間にどのくらいのお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。
　平成 22 年度の一般会計の決算は、歳入総額 96 億 161 万円、歳出総額 93 億 4,773 万円、差引 2億 5,388 万
円の黒字となりました。この決算報告は、町のホームページにも掲載しています。

まちの１年間の
お金のゆくえ
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5億 3,054万円

15億 3,537万円

5,420万円

3,129万円
50万円

町税の内訳
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税
鉱　産　税

総額 21億 5,190 万円

人件費　14.4％
13億 4,794万円

扶助費　6.3％
5億 9,365万円

　公債費 14.5％
13億 5,247万円

物件費
　10.6％
9億 8,694万円

維持補修費　0.1％
　974万円

補助費等　21.5％
20億 1,016万円

貸付金　0.1％
　480万円

繰出金　4.5％
4億 2,216万円積立金　4.0％

3億 7,265万円
災害復旧費　0.1％
　1,031万円

普通建設（単独）
　　　6.2％
5億 8,272万円

普通建設（補助）
　　17.7％
16億 5,419万円

歳出総額
93億4,773万円

町税　22.4％
21億 5,190万円 繰入金　0.4％

　4,129万円
諸収入　2.1％
　1億9,739万円
使用料・手数料　2.4％
　2億2,877万円
分担金・負担金　1.0％
　9,638万円
繰越金　1.9％
　1億8,250万円

財産収入　0.1％
　1,000万円

　　地方交付税
　　31.1％
29億 8,700万円

町債 12.4％
11億 8,881万円

県支出金　6.5％
　6億2,280万円 地方譲与税・交付金

3.1％　2億9,749万円

国庫支出金
　　16.6％
15億 9,728万円

歳入総額
96億161万円

の部分は自主財源

の部分は依存財源
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※公営企業会計（下水道事業）での赤字は留保資金を充当し、黒字となっています。
　各会計及び総合計は、万円未満を四捨五入していますので、上記の各会計の合計と総合計とは一致しません。

区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
一 般 会 計 96 億　161 万円 93 億 4,773 万円 2億 5,388 万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

介護療育支援事業特別会計 5,448 万円 5,011 万円 437 万円
産業廃棄物処理事業特別会計 2,906 万円 2,753 万円 153 万円
寺前地区振興基金特別会計 916 万円 916 万円 0万円
長谷地区振興基金特別会計 526 万円 526 万円 0万円
国民健康保険事業特別会計 14 億 3,406 万円 13 億 3,394 万円 1億　	12 万円
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 3万円 3万円 0万円
後期高齢者医療事業特別会計 1億 4,755 万円 1億 4,696 万円 59 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 10 億　855 万円 10 億　558 万円 297 万円
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 6,207 万円 6,195 万円 12 万円
老人訪問看護事業特別会計 1億 1,879 万円 9,785 万円 2,094 万円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的 3億 4,764 万円 3億 3,724 万円 1,040 万円
下 水 道 事 業 収益的 4億　258 万円 6億　310 万円 △ 2億	　52 万円
公立神崎総合病院事業 収益的 35 億　731 万円 34 億 9,933 万円 798 万円
総　　　合　　　計 167 億 2,815 万円 165 億 2,576 万円 2億	 	239 万円

一 般 会 計 及 び 特 別 会 計、 企 業 会 計 の 決 算

比率 比　率　の　状　況 用　語　の　説　明

経常収支
比 率 89.8％

昨年度より 3.4 ポイント改善しています。こ
の主な要因としては、特に経常一般財源収入
である普通交付税・臨時財政対策債が大きく
増加したことです。歳出では人件費・公債費
が減少した反面、物件費や扶助費、それと補
助費等のうち企業会計（病院）への補助金が
増加傾向にあります。比率は改善しましたが、
これは一過性のものなので、今後においても
歳出削減を継続していき、さらなる改善に取
り組む必要があると思われます。

財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村
は 70％程度が妥当とされています。経常一般財源か
ら経常的経費に充てられる割合が経常収支比率とな
り、比率が低い方が自由に使える資金が多いことに
なります。
経常的経費…支出のうち人件費や物件費、公債費な
　　　　　ど毎年必ず支払う経費。
経常一般財源…使途が特定されない財源で毎年常に
　　　　　入ってくるもの。町税や地方交付税など。

財政力
指 数 50.0％

昨年度より 2.1 ポイント悪くなっています。
この主な要因は、自主財源である町税等が減
少していることにあります。

町の財政力を示す指数で、100％に近い、あるいは
100％を超えるほど、財政に余裕があるとされてい
ます。（普通交付税算定による基準財政収入額を基
準財政需要額で割って得た数値の過去３年間の平均
値をいいます。）

指標でみる神河町の財政事情

6,525円
104,576円

129,971円
52,666円

町民１人あたりに使われたお金は

　　　　　　732,179円でした
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費

公　債　費
災害復旧費

教　育　費

0

88,324円

12,924円
28,723円
17,494円

184,231円
105,937円

808円

4,245円

2,451円

39円

41,556円

町民１人あたり納めていただいたお金は

　　　　　168,552円でした
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

鉱　産　税
0

120,261円
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議　会　費	 	
　・議会運営事業	 5,896 万円	
	 	
総　務　費	 	
　・電算機運営事業	 6,013 万円	
　・医師修学資金貸与事業（2名）	 480 万円	
　・地方バス等公共交通維持確保対策事業	 382 万円	
　・「広報かみかわ」発行	 341 万円	
　・庁舎管理事業（本庁舎・支庁舎・支所）	 2,018 万円
　・財政調整基金積立事業	 3 億 7,424 万円	
　・コミュニティバス運営事業	 5,006 万円	
　・交通安全施設整備事業	 320 万円	
　・まちづくり活動支援事業	 178 万円
　・ＣＡＴＶ管理運営事業（人件費含む）1億 7,269 万円	
　・消費者行政推進対策事業	 406 万円	
　・きめ細かな交付金事業
　　（町道整備・センター長谷改修他）	 653 万円	
　・住民生活に光をそそぐ交付金事業	 1,555 万円
　　（障害者小規模作業所改修・学校等図書購入他）	
　・地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業　　　　　
　　（ふれあい公園整備・体育施設改修他）	 1 億　	 44 万円
　・選挙費（町議会議員、参議院議員、兵庫県議会議員）
	 1,549 万円
　・統計調査事業（平成 22 年国勢調査）	 471 万円	
	
民　生　費	
　・民生委員児童委員活動事業（協力委員事業を含む）534 万円	
　・社会福祉協議会運営補助事業	 2,386 万円	
　・国民健康保険事業特別会計繰出金	 6,507 万円
　・介護保険事業特別会計繰出金	 1 億 6,522 万円
　・老人クラブ助成事業	 555 万円	
　・要援護者タクシー運賃助成事業（96 名）	 90 万円	
　・白寿（3名）祝金支給事業	 30 万円	
　・広域シルバー人材センター負担事業	 311 万円
　・高齢者生活支援ハウス運営委託事業	 600 万円
　・障害者自立支援法による各種給付事業	 1 億 3,665 万円
　・ユニバーサル社会づくり実践モデル事業	 30 万円
　・福祉医療助成事業	 7,608 万円
　・後期高齢者医療事業（特会・広域連合への繰出等）1 億 6,473 万円	
　・子どもを健やかに生み育てる支援金	 370 万円
　・児童手当及び子ども手当支給事業	 2 億　305 万円
　・保育所運営事業	 1 億 7,277 万円	
　・保育所等緊急整備事業（神崎保育園）	 738 万円	
	 	
衛　生　費	 	
　・公立神崎総合病院運営事業（補助金）	 4 億 2,800 万円	
　・介護療育支援事業特別会計繰出金
　　（ケアステーションかんざき）	 1,067 万円	
　・水道事業会計補助金	 7,000 万円	
　・予防接種事業	 2,035 万円	
　・健康づくり対策事業
　　（各種検診、新型インフルエンザ助成他）	 2,214 万円
　・母子保健事業（妊婦健診助成・乳幼児健診他）	 609 万円	
　・改正省エネ中長期計画策定事業	 422 万円	
　・地球温暖化対策実行計画策定事業	 	107 万円	
　・神崎郡北部火葬場運営事業（負担金）	 	1,881 万円
　・中播北部クリーンセンター運営事業（負担金）	 3 億 8,075 万円	
　・中播衛生施設事務組合負担金	 6,059 万円
　・浄化槽管理事業	 1,395 万円	
　・下水道事業会計補助金	 5 億 1,000 万円	

農林水産業費	 	
　・農業委員会事業		 335 万円	
　・中播農業共済事務組合負担金	 1,055 万円	
　・米安全確保対策推進事業（カドミ関係）	 220 万円
　・中山間地域等直接支払交付金事業（13 集落）	 1,351 万円	
　・有害鳥獣対策事業（サル、シカ、アライグマ他）	 3,365 万円	
　・農地・水・農村環境保全向上推進事業（33 地区）	 666 万円	
　・集落営農機械等整備事業
　　（県補助：1営農組合、町単：1）	 148 万円	

　・中山間地域総合整備事業（農道 6）	 6,079 万円
　・田園空間整備事業（集落道 2、用水路 3）	 2,424 万円
　・村づくり交付金事業（水路）	 1,599 万円	
　・フードセンター施設改善事業	 1 億 2,315 万円
　・地籍調査事業（山林、再調査）	 3,212 万円	
　・森林整備地域活動支援事業
　　（施業区域の明確化、歩道整備）	 138 万円	
　・環境育林事業（間伐補助）	 1,308 万円	
　・県民みどり税活用事業
　　（緊急防災林と混交林の整備）	 9,349 万円
　・森林林業緊急整備事業	 2,382 万円	
　・	水産業振興事業（漁業組合補助金）	 882 万円	
	 	
商　工　費	 	
　・商工会補助金	 2,060 万円	
　・緊急雇用対策（県事業：ふるさと雇用再生、緊急雇用創出）921 万円	
　・町観光協会補助金	 500 万円	
　・地域活性化推進事業（夏まつり他イベント交流）	552 万円	
　・観光施設等の修繕（ホテルモンテローザ他）	 1,486 万円
　・とのみね自然交流館管理運営事業（県より受託）	 902 万円	
	
土　木　費	 	
	　・電源立地地域対策事業（町道赤田線改良）2,016 万円	
　・神河中学校通学路（県道）整備事業	 1,213 万円
　・道路新設改良事業（道整備交付金事業 2路線）	 4,654 万円	
　・都市計画観光交流センター整備事業	 1 億 2,538 万円	
　・空き家利活用再生事業	 1,006 万円	
	
消　防　費	 	
　・姫路市消防局消防事務委託事業	 1 億 3,382 万円
　・救急車輌整備事業（姫路市への負担金）	 782 万円
　・消防施設整備事業	 1,160 万円	
　・防災情報通信設備整備事業
　　（全国瞬時警報システム J-ALERT）	 917 万円	
	
教　育　費	 	
　・小中学校、幼稚園管理事業	 2 億 6,024 万円
　・統合小学校施設整備事業（設計費、木材購入費）	 1 億　462 万円	
　・統合中学校施設整備事業	 13 億 9,825 万円	
　・統合幼稚園施設整備事業（設計費）	 521 万円	
　・小学校太陽光発電施設整備事業（寺前小、越知谷小）	 4,757 万円	
　・小学校施設整備事業（南小田小屋根補修他）	 1,828 万円	
　・小学校自然学校推進事業
　　（4泊 5日、5年 132 名、家島）	 238 万円	
　・外国語指導助手活用事業（2名）	 	1,029 万円
　・人権啓発、人権文化創造活動支援事業	 473 万円
　・放課後子ども教室事業	 358 万円	
　・学童保育クラブ運営事業	 595 万円
　・文化財保存事業（町文化財の保存、古文書調査等）	130 万円
　・地域伝統文化総合活性化事業
　　　（文化庁：地域伝統文化の継承）		 248 万円
　・公民館管理事業（中央公民館、神崎公民館、人件費含む）	5,719 万円	
　・公民館事業	 446 万円
　　高齢者大学（262 名）、教室（9）、公演（一般）、文化祭、美術展他	 	
　・児童センターきらきら館管理運営事業	 1,306 万円
　・子育て学習センター事業（おひさま）	 931 万円
　・地域交流センター管理運営事業
　　（長期留学生 8名、人件費含む）	 4,787 万円
　・山村留学事業（短期留学）	 461 万円
　・社会体育施設管理事業	 6,850 万円
　・スポーツ大会、教室事業（チャレンジデー他）	 115 万円
　・学校給食運営事業（小・中・幼）	 1 億 4,929 万円
	
公　債　費	 	
　・長期借入債の元金償還事業	 　11 億 8,563 万円
　・長期借入債の利子償還事業	 1 億 6,684 万円	

災害復旧費	
　・農業施設災害復旧事業（上小田小原農道橋）	 482 万円	
　・林業施設災害復旧事業（林道黒川新田線：測量調査）	 549 万円

平成 22年度で実施した主な事業（一般会計）
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・実
じっしつあかじひりつ

質赤字比率　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 11.25％～ 15％（3.75％）以上で財政健全化団体に、20％（5％）
　　　以上で財政再生団体となります。

・連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 16.25％～ 20％（8.75％）以上で財政健全化団体に、30％（15％）
　　　以上〔経過措置として市町村は 35％〕で財政再生団体となります。

・実
じつしつこうさいひひりつ

質公債費比率　一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対す
　　　る比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、
　　　公営企業会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。
　　　この比率が 18％を超えた場合、地方債を発行するためには国の同意ではなく、許可が必要になります。
　　　また、25％以上になると財政健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上になると財政再生団
　　　体となり多くの地方債の発行が制限されます。

・将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政
　　　規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、350％（400％）以上で財政健全化団体となります。

・資
しきんふそくひりつ

金不足比率　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。
　　　比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、財政健全
　　　化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

○資金不足比率　　　＝

　平成 19 年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成 22 年度決
算に基づく神河町の健全化判断比率及び資金不足比率についてお知らせします。

１．健全化判断比率
	
	

２．資金不足比率	

健全化判断比率及び資金不足比率について

財政の健全化判断比率等の指標に関する用語の説明

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

－ 153,196（黒字は－表示）
5,436,263

連結実質赤字額
標準財政規模

－ 673,841（黒字は－表示）
5,436,263

2,052,201 － 1,222,777
5,436,263 － 1,152,888

○連結実質赤字比率＝　　　　　　　　　　　　＝

○実質赤字比率　　＝　　　　　　　　　　　　＝

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。 （単位：千円）

　【３ヵ年平均】　		　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　3　＝ 21.2

○実質公債費比率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 19.36380
　【単年度（22 年度）】

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）
（H20 年度　	H21 年度　	H22 年度）
（22.83949	＋	21.68715	＋	19.36380）

19,559,650 － 14,922,527
5,436,263 － 1,152,888○将来負担比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 108.2

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額）
資金の不足額
事業の規模

特別会計の名称 平成 22 年度決算 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 ― 20.0
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0
公立神崎総合病院事業会計 ― 20.0
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

平成 22 年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 14.73 20.0
連結実質赤字比率 ― 19.73 35.0
実質公債費比率 21.2 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 108.2 350.00

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率につ
　いては、実質赤字額及び連結実質赤字額が
　ないので「―」と記載しています。	
　　実質公債費比率は、平成 20・21・22 年
　度の 3カ年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、「	―	」
　と記載しています。
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越知川名水街道　秋物語
と　き　11月20日（日）
ところ　越知川名水街道沿い

　越知川名水街道スタンプ物語りー　　　（各施設の営業時間内）

　神河町のすてきな賞品（コテージ宿泊券など）が当たるスタンプラリーです。
　歩いても車でも自転車でも参加ＯＫ！春・夏物語での参加者は、合計で 420 名でした。
　スタンプラリーの参加施設は、神崎木工芸センターかんざきピノキオ館、ギャラリー＆喫茶やまだ、
グリーンエコー笠形、川の駅不動の郷工房、越知ヶ峰名水、千ヶ峰南山名水、ふれあい喫茶ほっと、ふ
れあい喫茶きちゃった、新田ふるさと村の 9箇所です。
　参加方法などの詳細は、参加施設でお尋ねください。

　越知川は、県内屈指の清流です。その沿線では名水を汲むことができる施設が多くあることから越知川名
水街道と名づけられました。
　越知川名水街道物語（春・夏・秋）は、施設同士が手を取り合って、そこに住む住民も参画し、越知川沿
いの四季折々の自然、催し、グルメ、そして名水などを町内外にＰＲするものです。
　越知川名水街道物語を地域づくりの柱とし、観光施設や店舗での雇用や経済効果だけでなく、住む人の心
の豊かさに繋がることを目的として、4月 24 日の春物語・7月 2日の夏物語に引き続き秋物語を開催します。
　町民の皆様もぜひ、越知川の晩秋を満喫してください。

お願い
◎雨天でも開催しますが、荒天等中止の場合は告知放送でお知らせします。
◎ドライバーの方は、徐行運転にご協力ください。
◎各施設を移動される場合は、コミュニティバスをご利用ください。

主催・問い合わせ
神河町観光協会　☎34－1001

よーきち
ゃったな

ー

ぶらり　グルメ　＆　収穫祭！

ほっと　ホット　HOT！！
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　越知川名水街道　ほっと　ホット　ＨＯＴ　スポット

寺
前
駅

国
道
３
１
２
号
線

播
但
有
料
道
路

越
知
川

山田

根宇野

岩屋

越知

大畑

作畑

新田

おいしいもん食べ歩きツアーはいかがですか？

グリーンエコー笠形「秋をまんぷく！笠形山登山」
営業時間：10 時～ 22 時（登山は 10 時～ 15 時）
○笠形山登山　播磨富士として名高い紅葉真っ盛

りの笠形山に登ってみませんか？下山
後は、神河町名物「定釜鍋」のご賞味
とお風呂に入って疲れを癒してくださ
い。
・参加費 800 円（保険料、かみかわ定釜鍋代、
風呂代含む）　・歩く時間は約 4時間（健脚

向け）・昼食はご持参ください。
・要予約：☎ 32 － 1307
○料理長お勧めこの日限りの特製弁当もあるよ！

かんざきピノキオ館「山田産新米こしひかりの販売」
営業時間：９時～ 16 時半
○新米「くるみが磯こしひかり」の販売
○店内木工商品 5％割引　木工体験 5％割引
○ピノキオ館特製コーヒー、紅茶の販売も

ふれあい喫茶「きちゃった」
営業時間：10 時～ 16 時
地元のお母さんたちがこの日は
特別に手作りみそ、からかわ、
山椒の佃煮などの田舎料理を販
売

ふれあい喫茶「ほっと」		
営業時間：10 時～ 16 時
南山名水を使ったアイスコーヒー、紅茶の他に、こ
の日は特別にじゃがいものみたらし団子を販売

越知ヶ峰名水・喫茶わんかし
営業時間：10 時～ 17 時
○一押しグルメ：ふっくらもちパイ

川の駅（不動の郷工房）
営業時間：10 時～ 15 時
○一押しグルメ：不動巻、ちまき、手作りコロッケ

ぎゃらりー＆喫茶やまだ
営業時間：９時～ 16 時
○一押しグルメ：地元産のゆずを使用した手
　作りゆずシフォンケーキ

千ケ峰ふもとでふれあい協議会　「野菜収穫体験」
新田・作畑地区では、村おこしを目的に都市住
民を対象に田舎暮らし体験を始めました。当
日は、野菜収穫体験（参
加費大人 3,000 円、子供
1,500 円）を開催します。
また、新田ふるさと村な
どで野菜の直売を行いま
す。
要予約：☎ 33 － 0013

新田ふるさと村「秋のおいしいもん祭り」
営業時間：10 時～ 17 時（イベントは 15 時まで）
○テレビで紹介された「からかわ」など、新田
　ふるさと村ならではのグルメがいっぱい！！
　他に焼き餅、こんにゃく、山菜おこわ、ちら
　しずし、ゆず饅頭、串カツ、あまごの塩焼き
　などを販売

日　　時：11 月 20 日（日）
集合場所：ＪＲ寺前駅駅前広場　10：00 集合
参 加 費：3,000 円（バス代、弁当代、お買い物チケット、保険料代）
　　　　　※合計 1,100 円分のお買い物チケットがついています。
定　　員：100 名（先着順：定員になり次第締切り。）
コ ー ス：寺前駅　⇒（バス）　新田ふるさと村（イベント参加・買い物）　⇒　
　　　　　不動の滝　⇒　やまびこ学園（昼食・買い物）　⇒　観音堂　⇒　
　　　　　重箱石　⇒　大仲井のおおもみじ　⇒　大畑の大杉（休憩）　⇒
　　　　　千ケ峰南山名水（名水試飲・買い物）　⇒　川の駅　⇒（バス）　
　　　　　グリーンエコー笠形（響の湯で（特別料金 400 円）入浴できます）　⇒（バス）　
　　　　　カーミンの観光案内所（名水を使ったゆずジュースのサービス）
申し込み：神河町商工会　　☎ 32 － 0295
　　　　　神河町観光協会　☎ 34 － 1001

秋の味覚満
載！！ 越知川名水街道秋物語と同日開催で各施設では

いろいろなイベントや収穫祭が開催されます。

越知川名水街道ウォーキング参加者募集越知川名水街道ウォーキング参加者募集

重箱石（作畑）

根宇野柚子生産組合　神河町特産「柚子」の販売
公民館内「柚子の郷コミュニティー広場」で、
柚子、野菜などを販売

千ヶ峰南山名水「秋の名水祭り」
営業時間：9時～ 18 時
○野菜等地域特産物大売出し
○この日は特別に名水を使
　用した千ヶ峰型の食パン
　やカーミンロール、新田
　ふるさと村の焼き餅、手
　作り名水こんにゃく、手作りゆず糖菓を販売

大仲井のおおもみじ（大畑）
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11
月
は

『
子
ど
も
・
若
者
育
成
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強
調
月
間
』

で
す
　

と　

き　

12
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

内　

容　
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人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
こ
こ
ろ
の
窓
写
真
入
選
者
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全
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成
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者
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子
ど
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（
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学
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学
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崎
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校
）
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演
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題
「
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・
こ
こ
ろ
」
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み
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い
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～

　
　
　
　
　

講
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加
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人
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発
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岩
田　

勝　

氏

　
　
　
　
　

　
　○

昨
年
度
と
同
様
、
青
少
年
健
全
育
成
大
会
と
人
権
の
つ
ど
い
を
合
同
で

開
催
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
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張
あ
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合
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せ
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さ
い
。
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教
育
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☎
３
４
―
０
２
１
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教
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委
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は
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チ
ャ
レ
ン
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プ
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大
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し
ま
す
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ご
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ジ
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せ
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き　
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（
日
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崎
体
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そ
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金
）
ま
で
に
教
育
課
へ

☎
３
４
―
０
２
１
２

～
人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
合
同
大
会
～

※
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
交
え
た

楽
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

参加者
募集！

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
と
は
？

　

簡
単
に
言
う
と
大
縄
跳
び
で

す
。【
跳
ん
だ
人
数
】
×
【
跳
ん

だ
回
数
】
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
合

う
競
技
で
す
。

　

５
人
で
１
５
０
回
跳
ぶ
と

７
５
０
ポ
イ
ン
ト
。
10
人
で

１
０
０
回
跳
ぶ
と
１
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
で
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
ほ
ど
ラ

ン
ク
が
上
に
な
り
ま
す
。

　

ロ
ー
プ
の
長
さ
は
10
ｍ
、
挑

戦
で
き
る
回
数
は
１
チ
ー
ム
３

回
で
す
。
ち
な
み
に
日
本
記
録

９
９
１
２
ポ
イ
ン
ト
に
８
人
で
挑

戦
す
る
と
、
１
２
３
９
回
跳
べ
ば

新
記
録
樹
立
で
す
！！

第
３
回
神
河
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会
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賞 日 本 画 の 部 洋 画 の 部 書 の 部 写 真 の 部 彫塑工芸の部
神 河 町 長 賞 棚原　啓子 姫路市 水野　洋子 姫路市 砂川　佳弘 姫路市 藤澤　雅代 市川町 長谷川千賀子 加東市
神河町議会議長賞 木下とし子 姫路市 平位　紘一 朝来市 藤本　映子 福崎町 中井　賢一 福崎町 山本　　靖 三木市
神河町教育委員会賞 立垣　直子 神河町 西川とも子 姫路市 笹野　恵子 朝来市 藤澤　昌信 市川町 西村真由美 福崎町
神崎郡美術協会長賞 前井かずや 宍粟市 木元　明子 姫路市 藤原　綾子 福崎町 渡辺　孝司 市川町 田尻　　孝 姫路市
神河町文化協会長賞 笹沼千寿代 姫路市 髙内　好子 神河町 吉田　繁良 神河町 清瀬いちろう 姫路市 鈴木　健司 姫路市
兵庫西農業協同組合長賞 尾上満佳子 姫路市 正城　信義 神河町 小谷　祐子 姫路市 寺本　　孝 姫路市 岡本　忠治 加古川市
神河町商工会長賞 藤原田鶴子 西脇市 原田　哲三 姫路市 植川ゆかり 朝来市 田中　淳子 加東市 白石　長之 姫路市
中はりま森林組合長賞 水谷久美子 姫路市 正部　心也 福崎町 兼田　蓉子 福崎町 田中　利昭 加東市 藤本　千鶴 多可町

奨 励 賞

岩本すず子 姫路市 城野　勝行 姫路市 林田　曠子 明石市 大釜　弘義 姫路市 藤原理惠子 太子町
西岡　　堆 加西市 足立　知一 神河町 山中真由美 姫路市 桑田　竹子 姫路市
鈴木みゆき 福崎町 山名　彩香 神河町 谷　　和代 姫路市

西崎　利治 姫路市

招 待 作 家
中野　敏江 姫路市 日和佐治雄 姫路市 足立　昭子 神河町 岡本　正史 市川町 赤松　省吾 神河町
三宅　美里 姫路市 教山久仁子 神河町

委 嘱 作 家

岸田　成美 神河町 竹西　教子 神河町 安部　康子 神河町
髙浜　安子 姫路市 田路　勝俊 姫路市
東道　弘美 姫路市 藤本　陽子 福崎町
藤原　信子 姫路市
米田　三枝 姫路市

審 査 員 青田　賢蔵 姫路市 瀧本　周造 姫路市 岡　　晴雲 姫路市 中島登代子 神戸市 長谷川　肇 高砂市

　9 月 9 日（金）～ 11 日（日）までの 3日間、神崎公民館・神崎体育センターで、第 6回美術展が開催さ
れました。日本画、洋画、書、写真、彫塑工芸の 5部門合わせて 158 点の作品が町内のほか県下各地より出
展され、レベルの高い盛大な美術展となりました。
　表彰式は 9月 11 日（日）午後 3時より神崎公民館大ホールで行われました。
　各部門の受賞者及び招待・委嘱作家は次のとおりです。（敬称略）

○招待作家は、公民館教室の指導者を経験された方です。
　委嘱作家は、神河町美術展（神崎町美術展を含む）で２回町長賞を受賞された方及び審査員、運営委員会の推薦者です。

第6回 神河町美術展

【日本画】町教育委員会賞
『姉妹』　立垣　直子

【洋画】兵庫西農業協同組合長賞
『暮景』　正城　信義

【洋画】町文化協会長賞
『ゴーヤ』髙内　好子

【洋画】奨励賞
『ピーマン』山名　彩香

【洋画】奨励賞
『陽春』足立　知一

【書】町文化協会長賞
『星野富弘のことば』

吉田　繁良
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で
大
き
な
安
心

　
市
町
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

加
入
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

市
町
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ

ん
が
会
費
を
出
し
合
い
、
不
幸
に

し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
に

見
舞
金
を
お
く
り
、
お
互
い
に
助

け
合
う
制
度
で
す
。

　

共
済
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
加
入

さ
れ
る
方
、
ま
た
新
規
加
入
を
ご

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
加
入
申
込
み
分

よ
り
、
加
入
手
続
き
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
戸
配
布
し

ま
す
市
町
交
通
災
害
共
済
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
の
変
更
点

①
申
込
時
期
が
早
く
な
り
ま
す
。

・
例
年
、
２
～
３
月
に
加
入
申
込

　

み
を
受
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

　

今
回
か
ら
11
～
12
月
初
旬
ま
で

　

の
募
集
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

②
掛
金
の
納
入
方
法
が
変
わ
り
ま

　

す
。

・
掛
金
を
現
金
で
納
入
い
た
だ
い

　

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
加
入

分
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

申
込
み
時
に
掛
金
の
引
き
落

と
し
口
座
を
登
録
い
た
だ
き
ま

す
。

・
掛
金
は
、
平
成
24
年
２
月
28
日

に
登
録
さ
れ
た
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

・
引
き
落
と
し
後
、
市
町
交
通
災

害
共
済
組
合
か
ら
加
入
者
に
会

員
者
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

③
平
成
25
年
度
以
降
の
加
入
申
込

み
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

・
加
入
者
宅
に
継
続
加
入
の
確

認
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
加
入
者
の
変
更
や
脱
退
が

あ
る
場
合
は
、
住
民
生
活
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

を
受
け
た
後
、
変
更
・
脱
退
届

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
ま
で

に
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
継
続

加
入
扱
い
と
な
り
ま
す
。

④
見
舞
金
の
支
払
い
方
法
が
変
わ

　

り
ま
す
。

・
役
場
を
経
由
し
て
口
座
振
込
み

　

も
し
く
は
現
金
で
お
支
払
い
し

て
い
ま
し
た
見
舞
金
が
、
市
町

　

交
通
災
害
共
済
組
合
か
ら
申
請

　

者
の
口
座
に
直
接
振
込
み
さ
れ

ま
す
。

加
入
資
格

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の

　

あ
る
方

・
町
内
に
勤
務
ま
た
は
在
学
し
て

　

い
る
方

掛
金　

１
人
／
年
額
５
０
０
円

共
済
内
容

・
交
通
事
故
で
負
っ
た
傷
害
の
う

　

ち
、
医
師
の
治
療
を
３
日
以
上

　

要
す
る
傷
害
の
場
合
、
そ
の
程

　

度
に
よ
っ
て
３
万
円
か
ら
80
万

　

円
の
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

※
悪
質
な
法
令
違
反
や
重
大
な
過

　

失
が
加
入
者
に
認
め
ら
れ
る
場

　

合
は
、
支
給
制
限
の
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

共
済
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
さ
れ
た

　

方
も
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

加
入
申
込
み

　
　

例
年
ど
お
り
、
自
治
会
及
び

　

婦
人
会
を
通
じ
て
申
込
み
に
必

　

要
な
書
類
を
各
戸
配
布
・
回
収

　

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

500円

　３月 11 日に発生しました東日本大震災への義援金募集は９月 30 日で締め切りました。
　町内６箇所に設けた募金箱に寄せられました義援金の総額は、４，８２２，５２９円にのぼりました。
　この義援金は、兵庫県など 12 団体で構成されている東日本大震災兵庫県義援金募集委員会に送金い
たしました。なお、募集委員会で今後配分方法が検討されます。
　被災地の一日も早い復興をお祈りしますとともに、ご協力いただいた皆様、各種団体に心から厚くお
礼申し上げます。

東日本大震災への義援金のご報告とお礼
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家
庭
ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
の

　
　
　
　
　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

　

中
播
北
部
行
政
事
務
組
合
で

は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
27

年
３
月
ま
で
を
委
託
期
間
と
す
る

一
般
廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
）
収
集

運
搬
業
務
の
一
般
競
争
入
札
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
参
加
資
格
審
査
申
請
の

手
続
き
を
行
い
、
審
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
満
た
し
、
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き

を
行
い
、
審
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要　

件

１
．
一
般
廃
棄
物
（
家
庭
ご
み
）

の
収
集
運
搬
業
務
を
適
格
に
行

う
能
力
及
び
機
動
力
を
有
し
て

い
る
こ
と
。　

２
．
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
「
一
般
廃
棄
物
実
務

管
理
者
講
習
」
の
研
修
修
了
証

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
。
未
取

得
の
場
合
は
、
平
成
24
年
１
月

中
に
研
修
修
了
証
を
取
得
す
る

こ
と
。

３
．
本
店
（
支
店
）
が
収
集
区
域

内
に
あ
る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

４
．
事
業
開
始
時
に
12
名
以
上
の

従
業
員
及
び
事
務
員
１
名
を
雇

用
で
き
る
こ
と
。

５
．
事
業
開
始
時
に
普
通
運
転
免

許
取
得
者
が
６
名
以
上
い
る
こ

と
。

６
．
従
業
員
の
社
会
保
険
、
損
害

保
険
等
に
加
入
す
る
こ
と
。

７
．
そ
の
他
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
作
成
要
領
に
記
載

す
る
事
項
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
。

申
請
書
の
様
式

・
申
請
書
は
、
中
播
北
部
行
政
事

務
組
合
の
指
定
の
様
式
と
し
ま

す
。

・
申
請
用
紙
は
、
中
播
北
部
行
政

事
務
組
合
ま
た
は
住
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
の
受
付

・
受
付
期
間
は
、
11
月
７
日
か
ら

12
月
16
日
ま
で
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午

後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と

し
ま
す
。

・
提
出
先
は
中
播
北
部
行
政
事
務

組
合
と
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
る

提
出
は
不
可
と
し
、
直
接
持
参

と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

中
播
北
部
行
政
事
務
組
合

☎
３
２
―
２
８
８
８

　兵庫県立人と自然の博物館名誉館長　河合
雅雄氏による話題提供を交えながら、銀の馬
車道沿線に広がる地域や伝統芸能を紹介しま
す。
　また、パネル展示や特産品・うまいもの販
売など、銀の馬車道沿線で育まれた地域の魅
力を幅広く発信します。
と　き　11月 26日（土）午後１時～４時
ところ　中央公民館　◆入場無料◆

新野地区から“人と自然
が共に健康になる町づく
り”と題して、事例を紹
介します。

問い合わせ
　中播磨県民局　姫路土地改良センター
　☎（０７９）２８１－９３６９

　地域づくり活動実践発表会や脳科学者　澤口俊之さ
んによる講演会など、住民同士の交流の場となる地域
活性化イベントを開催します。

と　き　11月 26日（土）午前 10時～午後４時
ところ　役場本庁舎周辺　◆入場無料◆

ほかにも…
○地域づくり活動ポスターセッション
○絵本作家・永田萠さんによる「子育て講演会」
○「環境交流会議」山名宗悟神河町長による基調講演
○地域交流ステージ（よさこい、ジャズバンドほか）
○ゆるキャラ撮影会（はばタンなど人気キャラが集合！）
○特産品販売・ご当地グルメ・お茶席コーナー
など盛りだくさん！

主　催　中播磨県民局ほか
問い合わせ　中播磨県民局県民室　県民課
　　　　　　☎（０７９）２８１－９１９７

～人…、自然…、元気は地域から～
銀の馬車道ネットワーク協議会

がんばろう日本！パワフルコミュニティ
～地域から元気を～

銀の馬車道沿線交流フェスティバル 中播磨地域活動交流メッセ

版画・岩田健三郎

同時開催
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行
政
情
報

　
　

平
成
24
年
度

　
　
　

幼
稚
園
入
園
の
ご
案
内

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
の
入
園
願
書
を
受
付

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
11
月
上
旬

に
入
園
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
園
児
に

つ
い
て
は
、
手
続
は
不
要
で
す
。

対
象
者　

町
内
に
在
住
す
る
幼
児

・
５
歳
児
（
年
長
）

　

平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
19

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
歳
児
（
年
少
）

　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

必
要
書
類　

入
園
願
書
（
入
園
案

　

内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。）

提
出
先　

各
幼
稚
園
、
教
育
課
、

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

　
　

10
月
か
ら
新
た
な
子
ど
も
手

　
　

当
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

10
月
末
か
ら
11
月
に
か
け
て
10

月
１
日
現
在
の
受
給
者
の
方
を
対

象
に
案
内
文
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　

10
月
１
日
時
点
で
子
ど
も
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

が
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請

し
た
場
合
、
10
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
し
て
い

る
文
書
、
印
鑑
、
保
険
証
、
通
帳

を
ご
持
参
の
う
え
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

離
婚
協
議
中
で
夫
婦
別
居
中
の

方
な
ど
新
た
な
支
給
要
件
に
該
当

す
る
方
（
詳
細
は
、
広
報
10
月
号

ま
た
は
送
付
し
て
い
る
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）
は
直
接
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

　
　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保

　
　

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
時
期
は
、
毎
年
12
月
１
日
で

す
。
昨
年
同
様
に
新
し
い
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
水
色
）
を

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
普
通

郵
便
で
世
帯
ご
と
に
封
筒
に
入
れ

て
、
11
月
下
旬
に
郵
送
す
る
予
定

で
す
。
古
い
被
保
険
者
証
は
、
役

場
に
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、
も

し
く
は
氏
名
、
住
所
等
が
わ
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
証
の
記
載
内

容
に
変
更
（
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、

離
婚
等
）
が
あ
っ
た
場
合
や
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
（
就
職
）、

喪
失
（
退
職
）
し
た
場
合
に
は
早

急
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
再
交
付
な
ど
に

つ
い
て
も
、
窓
口
へ
来
ら
れ
た
方

の
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合
や

第
三
者
が
手
続
き
に
来
ら
れ
た
場

合
に
は
、
原
則
郵
送
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
の
後
期

高
齢
者
医
療
証
の
更
新
は
、
７
月

で
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

更
新
と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な

　
　

い
で　

も
う
一
度

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１
週

間
、全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

か
ら
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
を
一

瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
う
と

と
も
に
、
生
命
さ
え
も
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の

注
意
を
払
い
、
お
出
か
け
前
や
就

寝
時
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
の

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
私

た
ち
の
町
か
ら
火
災
を
だ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防

団
を
中
心
に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
家

庭
及
び
小
規
模
事
業
所
の
火
災
予

防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
死
者
の
半
数

以
上
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、死
に
至
っ
た
６
割
は
、

逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
新
築
住
宅
へ

の
設
置
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
住
宅
に
つ

い
て
も
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

の
設
置
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

　
　

家
用
住
宅
等
に
転
用
計
画
の

あ
る
方
に

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
（
ほ
場

整
備
済
の
土
地
）
に
建
物
を
建
て

る
た
め
に
は
、
転
用
申
請
を
す
る

ま
で
に
、
ま
ず
農
業
振
興
地
域
か
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行
政
情
報

ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
ほ
場
整
備
済
の
田
、
畑

な
ど
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
土
地
に
農
家
用
住
宅
、
倉
庫

を
立
て
る
計
画
の
あ
る
方
は
、
必

ず
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

手
続
き
を
行
っ
た
後
に
転
用
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
申
請
は
、毎
年
５
月
15
日
、

11
月
15
日
ま
で
の
受
付
で
、
許
可

が
出
る
ま
で
に
６
ヵ
月
間
を
要
し

ま
す
。
申
請
書
は
、
地
域
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
ま
た
は
地
元
農
業
委
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

　

局
（
地
域
振
興
課
）

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
始
ま
る
！　

　
　

11
月
15
日
～
３
月
15
日
ま
で

　

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ

ン
タ
ー
も
山
へ
猟
に
入
ら
れ
ま

す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
山
菜
狩

り
な
ど
で
山
へ
入
ら
れ
る
場
合

は
、
目
立
つ
服
装
で
入
山
す
る
な

ど
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
紹
介
し
ま
す

有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引

に
つ
い
て

　

有
料
道
路
通
行
料
の
半
額
を
割

引
し
ま
す
。

対
象　

・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
本
人

が
運
転
す
る
場
合

・
第
一
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
障

害
者
を
乗
せ
て
い
る
場
合

※
登
録
で
き
る
自
動
車
は
障
害
者

　

１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
場
合
も
割
引
が

　

可
能
で
す
（
た
だ
し
、
障
害
者

　

本
人
名
義
の
カ
ー
ド
に
限
る
）

※
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
割
引
の
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収

　
　

に
ご
協
力
を

　

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

食
用
油
は
、
回
収
し
て
精
製
す
れ

ば
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
燃
料
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
回
収
し
た
油

は
、１
６
６
６
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
配
送
車
の
燃

料
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
廃
食
油
の
回
収
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
方
法　

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

　

等
を
回
収
ボ
ッ
ク
ス
内
の
ポ
リ

　

タ
ン
ク
に
備
え
付
け
の
じ
ょ
う

　

ご
を
使
っ
て
移
し
替
え
て
く
だ

　

さ
い
。

※
回
収
の
対
象
は
、
植
物
油
の
み

　

で
す
。

※
賞
味
期
限
切
れ
の
油
で
も
問
題

　

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
か
す
等

　

は
な
る
べ
く
取
り
除
い
て
く
だ

　

さ
い
。

回
収
場
所

①
店
舗
（
ス
ー
パ
ー
）
等

・
銀
ビ
ル
ス
ト
ア
ー　

生
鮮
パ
ワ

　

ー
神
崎
店

・
Ａ
コ
ー
プ
粟
賀
店

・
ス
ー
パ
ー
又
右
衛
門
寺
前
店

・
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

　

で
も
可
能
で
す
。

②
従
前
の
モ
デ
ル
地
区

　

上
小
田
地
区
、
南
小
田
地
区
、

　

根
宇
野
地
区
の
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

戸
籍
記
載
誤
り
と
今
後
の
対

　
　

策
に
つ
い
て

　
　

　

平
成
22
年
度
の
出
生
届
出
の
内

１
件
に
、
戸
籍
記
載
の
際
、
お
名

前
に
記
載
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
本

年
判
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
件
で
、
大
変
な
ご
迷
惑
と

ご
心
労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
方
々

に
、
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

戸
籍
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
個

人
の
身
分
等
を
公
証
す
る
唯
一
の

公
簿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
重

要
性
を
深
く
認
識
し
事
務
を
行
う

の
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
様
な
誤
り
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
今
後
次
の
対

策
を
講
じ
ま
す
。

①
戸
籍
届
出
の
全
て
に
つ
い
て
、

　

届
出
事
項
の
記
載
後
、
確
認
審

　

査
を
複
数
の
職
員
で
行
い
、
確

　

認
、
検
証
し
ま
す
。

②
出
生
届
出
の
受
付
直
後
に
、
届

出
者
に
誕
生
証
書
を
発
行
し
、

内
容
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

　
　
　

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
受
け
ら
れ
る
老

齢
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
に
、
金
融
機
関
の
預
（
貯
）

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
国
民
年
金

保
険
料
を
引
落
と
し
す
る
「
口
座

振
替
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

・
振
替
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
の

　

割
引
が
あ
り
ま
す
。（
当
月
末
、

　

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
）

・
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
や

　

時
間
が
省
け
ま
す
。

・
納
付
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が

　

あ
り
ま
せ
ん
。

・
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
落

　

と
さ
れ
る
た
め
に
、
納
め
忘
れ

　

が
な
く
確
実
で
す
。（
た
だ
し
、

　

残
高
不
足
の
場
合
を
除
く
）

申
込
み
方
法

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
姫
路
年
金
事
務
所
ま
た

は
口
座
振
替
を
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◇

◇

◇◇
神河町農業委員会　葊納　正 会長、太田和仁 委員
が 兵庫県農業会議会長表彰 を受賞されました

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（☎ 32 － 2752）
までお知らせください。

　葊納正会長、太田和仁委員が 9月 27 日に行われた
農業委員会法制定 60 周年記念式典・兵庫県下農業委
員大会で、兵庫県農業会議会長表彰を受賞されまし
た。
　このたびの兵庫県農業会議会長表彰は、農業委員会
の委員としての在任期間が通算して 15年以上であり、
農業委員会組織の運営に顕著な功績のある者に対し、
兵庫県農業会議会長が表彰を行うものです。
　葊納会長は、平成 3年 4 月から現在（平成 23 年 7
月 31 日時点）までの 20 年 4 ヵ月の間（平成 15 年４
月から現在まで会長に就任：通算７年 11 ヵ月）、太田
委員は、平成６年４月から現在までの 17 年４ヵ月の
間、永きにわたり農業委員会の委員として活動していただいています。
　農業委員会の業務は、農地の権利移動についての許認可や農地転用の業務、遊休農地に関する措置
を中心とした農地行政の執行をはじめ、農地に関する資金や税制、農業者年金などにかかわる内容に
ついて活動されています。
　今後もお二人のますますのご活躍を期待しております。

◇兵庫土建神崎分会がボランティアで技術指導
　９月16日から 19日の３泊４日で、兵庫土建組合神崎分会（分
会長：前川光義氏）の職人の皆さんから伝統の木造建築の技術
を学ぶ、かみかわ木造インターンシップが行われました。
　今回参加したのは、日本工科専門学校（姫路市）から 11 名、
たつの北高校（たつの市）から 12 名、東播工業高校（加古川市）
から 6名の 29 名の学生です。
　今年は、グリーンエコー笠形（根宇野区）に宿泊し、グリー
ンエコー笠形前バス停待合所を建設しました。山に入って間伐
したり、バス停待合所建設のための部材を加工したり、組み立
て建設したりしました。
　また西播瓦事業協同組合（理事長：光岡勝利氏）の皆さんの
協力で、屋根には日本瓦が葺かれました。
　このバス停待合所は、日本工科専門学校生徒により設計され
たもので、設計を担当した中山花菜さん（２年生）は「バスを
待ちながら、地元の人が集まって会話を楽しむ場になってほし
い。」と話されていました。

◇

設計を担当された中山花菜さん

太田委員 葊納委員
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カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前9：00～午後5：00
水曜日定休日・電話 34 － 1001

神河町観光協会

観光案内所所長の退任・着任のあいさつ
退　任　　高橋八千代（前所長）
　平成 13 年 8 月に臨時職員として採用され
てから、10 年と 1ヵ月お世話になりました。
至らないことばかりで、皆さんにご迷惑をお
かけしつつ、やって参りました。これからは、
新所長の元、観光協会を支えていってほしい
と思います。ありがとうございました。

カーミンの収穫祭 と　き　11 月５日（土）
　　　　9：00 ～ 13：00
ところ　カーミンの観光案内所
　　　　横広場
内　容　新米の量り売り、キャ
　　　　ベツの大特価販売、地
　　　　元採れたて野菜や手作
　　　　り加工品の販売

着　任　　蘆田　壽昭（新所長）
　神河町の豊かな観光資源や取組実績を活
かし、さらに住む人が快適に、訪れる人に感
動を、魅力ある町に町民の皆様・関係者の皆
様のご指導、ご協力をお願いし、お役に立て
るよう頑張りますので、よろしくお願い申し
上げます。

　行楽の秋がやってきました！
　昨年、好評だった軽登山教室を今年も実施します。赤・黄・オレンジに染まる白岩山の景色を堪能
しながら、軽登山はいかがですか？

と　　き　11 月 17 日（木） ※雨天の場合は中止
　　　　　※道案内等は、体育指導委員が行います。
コ ー ス　白岩山コース（神河町猪篠）
時　　間　午前 9時 30 分　猪篠八幡神社出発
　　　　　猪篠八幡神社 9：30 ～白岩山頂上 11：45 ～ 12：45（昼食）～猪篠八幡神社 14：45 ～
　　　　　神崎支庁舎 15：00 ～神河町役場 15：10 頃
集合場所　神河町役場に午前 9時、または神崎支庁舎に午前 9時 10 分に集合
参 加 費　無料
対　　象　町内に在住、または町内の事業所に勤務する人であれば誰でも参加できます。
申 込 み　11 月 10 日（木）までに教育課へ
定　　員　先着 25 名
そ の 他　①運動のできる服装で参加し、タオル・手袋・お茶・雨具等をご持参ください。
　　　　　　※軽登山教室の靴は、登山靴が望ましいが、スニーカーでも結構です。
　　　　　　※軽登山教室は、お弁当とシートをご持参ください。
　　　　　　※雨天中止の確認は、午前７時以降に教育課まで電話でお問い合わせください。
　　　　　②身体の調子を把握し無理のない状態で参加ください。なお、教室中の傷害については保
　　　　　　険の範囲内で対応し、その他主催者は責任を負いません。
問い合わせ　教育課　☎３４－０２１２

軽登山教室参加者募集！

姫路食博 2011 に出店
と　き　11 月 12 日（土）～ 13 日（日）
　　　　9：30 ～ 15：30
　昔懐かしい味を再現した「かみかわ
定
じょうがま

釜鍋」を出店します。神河町の名水、
ゆず、味噌、こんにゃく、野菜がたっ
ぷり入って栄養満点。ぜひ、食べに来
てね。
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　今年の地域公開講座は、不登校の現状とその支
援についての講演です。
　講師の草壁先生は、特別支援教育の分野におけ
る長期研修を修了され、不登校児支援に成果をあ
げている『やまびこの郷（朝来市）』で１年間、
不登校についての対応を学ばれています（2010
年度）。
　発達障害児に不登校が多い理由とは？携帯電話、
ネットが身近になった現代ならではの事情も踏ま
え、発達障害と不登校の関係について解説してい
ただきます。さらに、先生が支援現場での取り組
みから学んだ子どもの受け止め方、不登校を予防
する対応の仕方についてもお話いただきます。

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

地域公開講座のお知らせ

町ぐるみ日曜健診（今年度最後です。未受診者の方はぜひ受けましょう。）

●　11 月 の 保 健 行 事　 ●
行　事　名 対　象　者 受付時間 実施日

もぐもぐ教室
（ 離 乳 食 教 室 ）

H23.7.22
　　　～ 9.16 生まれ

13：30～ 13：40
神崎支庁舎

28 日（月）

すくすく相談
（ 乳 幼 児 相 談 ）

H22.10 月・
　H23.3 月生まれ
及び希望者

13：30～ 14：30
神崎支庁舎

　2日（水）

1 歳 6 か月児相談 H22.3 月
　　　～ 5月生まれ

13：00～ 13：30
神崎支庁舎

30 日（水）

ポリオ予防接種
【2回目】　　　　
H22.8.1～H22.10.31 13：00～ 13：30

大河内保健福祉センター

　2日（水）

【1回目】　　　　
H23.2.1 ～ H23.4.30 　9日（水）

【予防接種の案内】
＊三種混合（ＤＴＰ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）は、対象者に個別通知し
　ますので、指定の期間内に接種を受けましょう。
＊日本脳炎・二種混合・麻しん風しん混合（MR）2期・3期・4期の未
　接種の方で接種を希望される方は、健康福祉課（☎ 32 － 2421）まで。

　子どもを支援するために学校の先生にできるこ
と、家庭でできること、私たち地域住民にできる
こととは何なのか？について理解を深める講演会
です。

不登校の現状とその支援
～発達障害のある子どもたちの支援を中心に～

い　つ　11 月 26 日（土）午後２時～４時
どこで　ケアステーションかんざき

　　　　２階研修ホール
講　師　市川町立瀬加小学校
　　　　特別支援学級担任　草壁　佳織　先生
参加費　無料
駐車場　病院南駐車場をご利用ください。
その他　託児あり（事前の申込みが必要）
連絡先　ケアステーションかんざき

※既に申し込まれており、総合健診受診票、尿や便の容器をお持ち
　の方は、お手持ちのものをご利用ください。
※総合健診受診票と同封の『受診に際しての注意事項』等をよく読んで受診してください。不明な点は、健康福祉
　課までお問い合わせください。
※申込み後、受診票等は実施日の 2週間程度前にご自宅へ送付させていただきます。

検査内容

①特定（基本）健診　②がん検診（肺・胃・大腸・前立腺）　③肝炎ウイルス検診
④萎縮性胃炎（ピロリ菌）検査　⑤歯科相談
　健診の受診率が皆さんに納めていただく国民健康保険税にも影響します。ぜひ年に１回は自分の健康
のためにも『町ぐるみ健診』を受けましょう。

健康福祉課　☎３２－２４２１

と　き　11 月 20 日（日）　午前８時 30 分～午前 11 時
ところ　神崎支庁舎
申込み　健康福祉課

健診会場に持っていくもの

・健康保険証《全員》
・総合健診受診票《全員》
・特定健康診査受診券《必要な方のみ》

　インフルエンザの発病防止や重症化
の予防には、流行前に予防接種をする
ことが有効ですが、今年度はワクチン
が不足しているために接種開始時期が
遅くなります。
　対象者には個別に通知しますが、ご
希望の時期に接種できない場合があり
ますので、ご了承ください。
対象者　①接種日に満 65 歳以上の方
　　　　②接種日に満 60 ～ 64 歳まで
　　　　の身障手帳１級所持者（心臓、
　　　　腎臓、呼吸器）
接種期間　11 月中旬～１月末
接種費用　2,000 円
問い合わせ　健康福祉課
　　　　　　☎３２―２４２１

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
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①　じゃがいもはゆでて、水をとばしてつぶす。
②　①に米粉と塩と卵を加えて混ぜる。
③　②を２ｃｍの棒状に伸ばして、32 個に切り、
　　フォークで筋をつける。
④　③をゆで、浮き上がってから１分間茹でて、器に盛る。
⑤　玉ねぎ・にんにくは、みじん切りする。
⑥　フライパンに油を熱して、⑤を炒め、
　　トマト水煮も加えて炒め、Ａを加え混ぜ、
　　塩・こしょうで、味をととのえる。
⑦　④に⑥をかけ、粉チーズとみじん切りパセリをふる。

　　　　　　　　　（いずみ会米粉レシピ集より）

～米粉を使ったレシピ～

（主食）米粉のニョッキ（4人分）
・米粉	 100 ｇ
・じゃがいも	 200 ｇ
　塩　　　　　　　	 小さじ１／３
・卵　　　　　　　　　　　	 １個
・玉ねぎ　　　　　	 　　100 ｇ
・にんにく　　　　　　	 　１かけ
　オリーブ油　　　　	 　大さじ１
・トマト水煮（カット）	 200 ｇ
　　固形スープの素　　	 １／３個
　　水　　　　　　　	 　50 ｍｌ
　塩・こしょう　　　　	 　各少々
・パセリ（みじん切り）　　	 少々
・粉チーズ　　　　　　　	 　適量

1人の栄養価
エネルギー　	 193kcal
たんぱく質	 4.6g
塩　　　分	 0.8g

Ａ｛

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

　麻酔科ってどんなことをするのですか？

　いろいろありますが、大きく分けると　①手術を苦痛なく受けられるように麻酔を行う、②色々な
痛みを楽にする治療を行う、の二つの仕事があります。

　①手術は本来大きな痛みを伴うものですが、麻酔によってただ寝かせれば良いとか、切開する部分
が痛くなければ良いとかというものではありません。手術自体も人間の身体にとって大事件です
が、麻酔も身体の状態をとても特殊な状態に変化させます。ですから手術前に体調を整えること
が大切で、私たちの仕事は手術が決まった時から始まります。色々な病気によって身体の具合が
損なわれている部分を見つけ出し、手術前にできる限り状態を整えます。手術中は苦痛を取り除
くことは当然ですが、脳や心臓、肺といった大切な内臓への負担を最小限にするように目を配っ
ています。手術が終わったら、痛みや吐き気などの苦痛を少なくし身体の様々な部分に問題が起
こらないか注意を払っています。このように手術や麻酔による影響を小さくして、回復を早める
お手伝いをするのが麻酔科医の本当の役割です。

　②痛みの外来（ペインクリニック）は入院していただくこともありますが、通常は痛みの状態に応
　　じて外来で薬を出したり、痛みを和らげる神経ブロックの注射や点滴を行います。長く続く痛み
というのは、それ自体が痛みを伝える神経を敏感にさせ、他の部分に影響を及ぼすことがありま
す。ただの肩こりでも、ひどくなると気分まで悪くなることがあるのはこのためです。ですから
痛みがきつい時には、注射で和らげることが必要な場合もあるのです。これは決して一時しのぎ
ということではありません。この痛みの治療は癌による苦痛をお持ちの方などももちろん対象で
す。当院では、いわゆる緩和ケアも積極的に行っていますので、お困りの場合は、ぜひ一度ご相
談にお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周術期管理部長（麻酔科）緩和ケア科長　宮原　誠二

公立神崎総合病院のコーナー

Q

A

からだが喜ぶ朝ごはん（食べ方のコツ）
菓子パンとジュースの朝ごはんの人へ
①ジュースを牛乳か、カフェオレに変えてみましょう。
②バナナなどの果物をプラスしてみましょう。
③時々、菓子パンを食パンに変えてみましょう。
＊①から順にお試しください。
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成人ゼミナール 会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

11 月 19 日㈯
⑦

13：30 ～
　15：00

「青年海外協力隊に参加して」
　　　　　　青年海外協力隊OB

公 民 館 教 室 　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
11 月	 	4 日㈮　⑪

10：00 ～
11 月 18 日㈮　⑫

11月の
ロビー展

中央公民館
郡小・中学校特別支援学級児童生徒ふ
れあい作品展（10日～16日）
山名彩香絵画展

神崎公民館
第4回瓢友会作品展　～瓢に学ぶ～

第 6回　ふるさと文化祭

中央公民館 神崎公民館
あ や め 学 級 会場：中央公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

11月 10 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座⑦
　「神崎郡の今と昔」
元市川町教育長　柳瀬　龍吉先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座⑥
（俳句・短歌・色鉛筆画・
　　民謡・園芸・コーラス）

あじさい学級 会場：神崎公民館

月　日 時　間 内　　　　　容

11 月 24 日㈭

9：45 ～
　11：45

趣味講座⑥
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・若返り・野の花・園芸・
グラウンドゴルフ）

13：00 ～
　14：30

教養講座⑦
「教育アラカルト～笑っていただきます～」
前神河町教育長	山田　征男	先生

公 民 館 教 室 　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
11 月	 	1 日㈫　⑨

19：30 ～
11 月 15 日㈫　⑩

楽しいお菓子
づくり教室 11 月 19 日㈯　⑤ 9：00 ～

こども茶道教室 11 月	 	3 日㈷　⑥ 芸能発表会お茶席

芸能発表会　
　　　　11 月 3 日㈷	 10 時～ 16 時 30 分
　会場　中央公民館グリンデルホール

作品展　11 月 4 日㈮・5日㈯	 9 時～ 18 時
　　　　11 月 6 日㈰	 9 時～ 15 時
　会場　神崎公民館・神崎体育センター

チャリティコンサート

日　時　12 月 4 日（日）
　　　　開場 13：30　開演 14：00
主　催　神河町文化協会
入場料　無料
出　演　邦楽演奏
　　　　「黒船・獅道　with 吹けっ！邦楽の風」
　　　　代表者：泉川獅道
　　　　　　（尺八演奏家、作曲家、サウンドプロデュー
　　　　　　サー、芸術博士、大阪芸術大学・神戸山手
　　　　　　短期大学講師）

　　　　女性コーラス
　　　　「アンサンブル　詩音」
　　　　代表者：池内知子
　　　　　　（声楽家、日ノ本学園高等学校講師、　　
　　　　　　KCC（神戸新聞カルチャーセンター）講師）

かみかわ寄席

「雀々・遊方のお笑い三昧　第 1章」

日　時　12 月 11 日（日）
　　　　開場 13：30　　開演 14：00
主　催　神河町・神河町中央公民館
入場料　前売券　全席自由席
　　　　2,000 円　当日券 200 円増
　　　　好評発売中！
◎前売券取扱所：中央公民館・神崎公民館・神崎支庁舎・
　センター長谷
出　演　
○　桂　雀々
　　

○　月亭遊方

○　露の紫

12 月のグリンデルホールの催し

　あほな人物や、呆れる婦人をやらせる
と右に出る者なし。オーバーアクション
は師匠枝雀を髣髴させる。テレビやラジ
オ番組、映画に出演するなど、タレント、
俳優としても活躍中。

　自由奔放な口調で日常の面白さを語る
『カジュアルラクゴ』が身上。躍動感溢れ
るエンターテイメント性には定評がある。

　アマチュア女性落語家の全国大会で優
勝。2008 年 10 月日本第一号女性落語家
の露の都に入門し、師匠の背中を追いか
ける。
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【神崎公民館】
いねむり先生　　　　　　　　　　伊集院　静
銀の匙　　　　　　　　　　　　　中　　勘助
史記　武帝紀 ５                　　　 北方　謙三
愛ある追跡　　　　　　　　　　　藤田　宜永
寒灯                           　　　　　西村　賢太
真夏の方程式　                 　　　東野　圭吾
白樫の樹の下で　　　　　　　　　青山　文平
私のいない高校　　　　　　　　　青木　淳悟

　　　他 10 冊

新着図書のご案内
【中央公民館】
よろずのことに気をつけよ　　　　川瀬　七緒
おまえさん（上・下）	 宮部みゆき
黄泉坂案内人　　　　　　　　　　仁木　英之
完盗オンサイト　　　　　　　　　玖村まゆみ
あめりかむら　　　　　　　　　　石田　　千
硝子の鳥　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹
マスカレード・ホテル　　　　　　東野　圭吾
はやく名探偵になりたい　　　　　東川　篤哉

　　　他 12 冊

あ
や
め
学
級
「
俳
句
ク
ラ
ブ
」

万
緑
の
中
に
そ
ば
屋
の
幟
か
な　
　
　
　
　
　

浅
田　

咲
子

墓
参
り
帰
郷
の
友
も
白
髪
な
る　
　
　
　
　
　

上
野　

綾
子

孫
残
す
わ
が
似
顔
絵
や
夏
休
み　
　
　
　
　
　

助
友　

昌
子

背
を
伸
ば
し
き
れ
ず
や
簾
つ
り　
　
　
　
　
　

田
中　

文
子

戸
主
名
を
子
に
書
き
替
え
し
水
引
草　
　
　
　

藤
原　

彰
子

ま
わ
り
舞
ひ
燕
去
り
た
る
生
れ
し
納
屋　
　
　

藤
原
よ
し
子

か
ぼ
ち
や
蔓
窓
這
ひ
来
た
り
何
語
る　
　
　
　

中
島
富
久
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や
め
学
級
「
短
歌
ク
ラ
ブ
」

は
い
り
た
る
虫
の
為
に
と
開
け
る
窓
の

　
　

中
ま
で
な
ほ
も
は
い
り
来
る
な
り　
　
　

古
川　

雍
子

朝
夕
に
血
圧
測
り
記
録
す
る

　
　

医
者
に
行
く
か
否
か
の
瀬
戸
際　
　
　
　

佐
想　

克
代

手
術
終
え
眠
り
が
さ
め
た
目
の
前
の

　
　

若
き
医
師
の
手
の
あ
た
た
か
き　
　
　
　

本
田
ふ
さ
ゑ

車
窓
よ
り
見
る
山
裾
の
一
軒
家

　
　

住
め
ば
都
と
棲
む
人
の
あ
り　
　
　
　
　

戸
田
加
代
子

期
限
切
れ
除
草
剤
Ｊ
・
Ａ
倉
庫
に
て

　
　

収
拾
月
ま
で
ね
む
ら
せ
て
お
く　
　
　
　

鉢
木　

慶
子

く
ち
な
し
句
会

い
ろ
い
ろ
な
小
花
の
こ
ぼ
る
秋
の
草　
　
　
　

竹
西　

教
子

妹
の
逝
き
て
悲
し
き
今
日
の
月　
　
　
　
　
　

中
野
く
に
ゑ

秋
の
草
色
そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ
き
花　
　
　
　
　

長
谷
川
素
山

大
地
裂
け
心
に
癒
え
を
今
日
の
月　
　
　
　
　

松
本
や
ゑ
子

月
少
し
欠
け
て
山
河
を
照
ら
し
け
り　
　
　
　

山
名
き
く
ゑ

大
気
澄
む
今
昇
り
行
く
今
日
の
月　
　
　
　
　

桐
月　

英
雄

　
　
　
　
　

あ
じ
さ
い
短
歌
会

ふ
う
わ
り
と
黒
き
揚
羽
は
貴
婦
人
の

　
　

気
高
さ
も
ち
て
葉
陰
飛
び
立
つ　
　
　
　

佐
想　

京
子

頭
か
ら
尾
の
先
ま
で
崩
れ
ず
に

　
　

殻
抜
く
縞
蛇
い
ず
こ
に
潜
む　
　
　
　
　

綾
部
百
合
子

猛
暑
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
熱
中
症

　
　

水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
と
り
ぬ　
　
　
　

澤
田　

幸
江

や
め
な
さ
い
大
き
な
声
で
叱
ら
れ
て

　
　

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
母
さ
ー
ん
母
さ
ん　

岸
田
富
砂
子

枝
切
り
て
巣
を
落
と
し
た
る
わ
が
行
為

　
　

と
が
め
る
こ
と
な
く
蜂
は
働
く　
　
　
　

澤
田　

正
美

文　芸　欄

　被害者は呪い殺されたのか！謎が謎を呼ぶ、呪
術ミステリーの快作。変死体のそばで見つかった
「呪術符」の意味は？
　主人公は呪術関連を専門にしている文化人類学
者。そして、助手の働きをするのが最初の殺人の
被害者の老人の孫娘。呪術符を見つけた孫娘は呪
術の専門家と呼ばれる主人公のもとに現れるのだ
が…。
　第 57 回江戸川乱歩賞受賞作。

　闘病 200 日にして突然やってきた妻の死。やり
きれない思いを抱えるまま、サブローはギャンブ
ルと酒におぼれ心身ともにボロボロの状態に。そ
んなサブローの前に現れた小説家にしてギャンブ
ラーである「先生」。サブローを競輪の「旅打ち」
に誘った先生は、不思議な温かさでサブローを包
み込んでいく…。
　伊集院静氏が小説家である色川武

たけひろ

大さんとの交
流を描く著者自伝的小説の傑作。

いねむり先生
　　　　　　著　者　伊集院　静
　　　　　　発行所　集英社

よろずのことに気をつけよ
　　　　　著　者　川瀬　七緒
　　　　　発行所　講談社

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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学習
センター子

育て子
育て
学習
センター

問い合わせ
子育て学習センター　おひさま　☎ 34－ 0315
　

【グループ活動】10：00 ～ 11：30

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10：00 ～ 16：00（月～金）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相談

　も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも参加で

　きますので、お気軽に遊びにお越しください。

おひさまルームに遊びにきてね

と　き　11 月 28 日（月）10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども（グループ活動に
　　　　　入られていない方も参加できます）
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ唄・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。11・12 月生まれの
　　　　お友だちのお誕生会もあります。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

に こ に こ タ イ ム

すくすく赤ちゃん体操

と　き　11月　2日（水）（9月21日の代替日）
　　　　11月 16日（水）
ところ　きらきら館
　　　　ねんねグループ　10：00 ～ 10：55
　　　　あんよグループ　11：05 ～ 12：00
持ち物　体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（☎ 34 － 0315）まで連絡してください。

【親子ハッピー体操】
　2歳児 10：00 ～ 10：55 ／ 3 歳児 11：05 ～ 12：00

場　　　所 日（曜日） 持　ち　物

神 崎
体育センター

A	　18 日（金）
体育館シューズ（親子）
お茶・汗ふきタオル

B
				11 日（金）
25 日（金）

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

対　象 内　　　　　　　　容 日（曜日） 場　　　　所

０歳児 お母さんと赤ちゃんのリフレッシュタイム
11 日㈮

きらきら館
30 日㈬

１歳児

歯磨き指導講座 合同 1日㈫ 大河内保健福祉センター

クリスマス準備
運動遊び

A 15 日㈫
きらきら館

B 17 日㈭

リトミックあそび 合同 29 日㈫ 大河内保健福祉センター

2歳児
クリスマス会準備 A 8日㈫

きらきら館
クリスマス会準備 B 9日㈬
親子クッキング 合同 22 日㈫ 大河内保健福祉センター

3歳児
外であそぼう！（秋みつけ） 10 日㈭ グリーンエコー笠形

竹ぽっくり作り（老人クラブ交流） 21 日㈪
大河内保健福祉センター

エプロンママ 幼稚園以上の子どもを持つママたちの自主グループ 14 日㈪

※グループ活動は途中入会もできます。

運動会遊び

1歳児グループ
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い
ぼ
地
蔵

　

所
在
地　
　

神
河
町
吉
冨

サークル紹介（神崎公民館）

健康懐メロ教室

神
河
町
の
文
化
財
を
訪
ね
て　

68

　

い
ぼ
地
蔵
は
、
名
称
の
と
お
り
「
い
ぼ
取
り
」
に
御
利
益
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

お
堂
の
横
の
岩
肌
に
湧
き
出
る
清
水
を
イ
ボ
に
つ
け
る
と
、

跡
形
も
な
く
治
る
そ
う
で
す
。

　

お
水
を
も
ら
い
、
帰
る
途
中
に
後
を
振
り
返
え
る
と
、
疑
う

こ
と
に
な
っ
て
、
効
き
目
が
な
い
と
か
。
ま
た
こ
の
水
で
煮
炊

き
す
る
と
、
物
が
腐
り
に
く
い
そ
う
で
す
。

　

い
ぼ
地
蔵
は
、
播

磨
か
ら
但
馬
を
結

ぶ
但
馬
街
道
、
銀
の

馬
車
道
に
あ
り
、
昔

の
旅
人
や
銀
の
鉱

石
を
運
ん
だ
人
た

ち
も
使
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　健康懐メロ教室の会員数は、現在 30 名です。
　誰もが歌える懐かしい歌を楽しく大きな声を出し
て歌い、心と体をリフレッシュさせ、限りなく健康
維持に役立たせる健康的なサークル活動です。
　普段の公民館活動のほかに、年１回の発表会やイ
ベント出演をしております。
　健康増進をとお考えの皆様、ぜひとも私たちの
サークルにご参加を。
　心からお待ちしております。

活動日　毎月２回（第２・第４金曜日）
時　間　午後１時 30 分から２時間程度
場　所　神崎公民館　第１研修室
指導者　竹内　和子　☎３４－１１５３
代表者　同上

開 館 時 間　9：00～17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★

★
　
★
　
★
　
★
　★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★
　
★

きらきら館だより　　
　

　　　　　　　　　　　　　　
　　

　

おはなしなあに？
11月 12日（土）10：00～

・季節の本の読み聞かせ

あおぞら図書館（移動図書）
11月  5 日（土）福本～新野方面

　きらきら館の本を持って午前 9時 30 分から 12 時
の間にあなたの地域へ出かけます。車で巡回してい
ますので、お気軽に声をかけてくだされば停車しま
す。子どもの本も大人の本も用意しています。
　皆さんのご利用をお待ちしています。	 	
	

問い合わせ　神崎公民館　☎ 32－ 1681

　
文
化
財
保
護
強
調
週
間

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
、文
化
財
保
護
強
調
週
間
で
す
。

　

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
期
間
中
は
文
化
財
の
公
開

や
史
跡
め
ぐ
り
、
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
の
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
日
本
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

きらきらミニシアター
11月 26日（土）10：00～

映画ドラえもん『のび太の人魚大海戦』
　のび太とドラえもんが「架空水」で遊んでいると、
人魚族の王女・ソフィアが迷いこんでくる。
　ソフィアと一緒に海の世界へ冒険に出かけるが突
然巨大ウツボに襲われる！！
　さぁ、どうするのび太！！
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

大
災
害
！
そ
の
時
ど
う
す
る
？

　

～
心
の
準
備
・
物
の
準
備
～

　

近
畿
医
療
福
祉
大
学
で
は
、
に

わ
か
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
諸
問
題
を
テ
ー
マ
に
公
開
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

　

学
生
た
ち
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
４
日
（
金
）

テ
ー
マ　

東
日
本
大
震
災
と
子
ど

　

も
の
育
ち　

～
傷
つ
い
た
子
ど

　

も
の
心
の
回
復
に
～

と　

き　

11
月
11
日
（
金
）

テ
ー
マ	

災
害
時
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

　

ル
ス　

～
心
に
ど
ん
な
影
響
が

　

起
こ
る
の
か
～

と　

き　

11
月
18
日
（
金
）

テ
ー
マ　

災
害
時
、何
が
起
き
て
、

　

何
に
困
る
？　

～
阪
神
・
淡
路

　

大
震
災
の
体
験
を
踏
ま
え
て
～

と　

き　

12
月
２
日
（
金
）

テ
ー
マ	

生
き
て
い
る
・
か
ら
だ

　

の
し
く
み　

～
生
き
て
い
る
と

　

は 

ど
う
い
う
こ
と
？
～

時　

間　

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～

　

12
時
（
各
回
と
も
60
分
）

と
こ
ろ　

近
畿
医
療
福
祉
大
学　

　

講
義
室（
Ａ
棟
７
１
０
１
教
室
）

定　

員　

各
回
１
０
０
名

受
講
料　

無
料

申
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　

メ
ー
ル
で
参
加
希
望
日
、
参
加

　

人
数
、
交
通
手
段
を
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

福
崎
駅
か
ら
ス
ク
ー
ル

　

バ
ス
利
用
可
（
無
料
）。
駐
車

　

場
利
用
可
。

問
い
合
わ
せ　

近
畿
医
療
福
祉
大

　

学　

教
学
課
学
生
係

　

☎
２
２
―
５
１
２
５

　

fax
２
２
―
６
９
４
１

  

Ｅメールgakuseibu@
sw
.kinw

u.ac.jp 

中
播
磨
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

お
ん
が
く
あ
そ
び

対
象
者　

郡
内
の
手
を
つ
な
ぐ
育

　

成
会
会
員
と
家
族
お
よ
び

　

郡
内
在
住
の
特
別
支
援
学
校
、

　

特
別
支
援
学
級
の
児
童
と
家
族

内
容　

音
楽
療
法
士
に
よ
る
音
楽

　

遊
び
（
５
回
シ
リ
ー
ズ
）

実
施
予
定

第
２
回　

11
月
６
日
（
日
）

　

神
河
町
／
神
崎
支
庁
舎

第
３
回　

12
月
23
日
（
金
）

　

市
川
町
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
４
回　

２
月
26
日
（
日
）

　

福
崎
町
／
た
か
は
し
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー

第
５
回　

３
月
18
日
（
日
）

　

神
河
町
／
神
崎
支
庁
舎

※
各
回
と
も
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

３
時
過
ぎ
ま
で

※
１
回
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左

　

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

手
を
つ
な
ぐ
育
成

　

会
事
務
局
（
健
康
福
祉
課
）

☎
３
２
―
２
４
２
１

秋
の
千
个
峰
登
山
と
お
餅
つ
き

　

新
田
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
秋
の

千
ヶ
峰
登
山
を
行
い
ま
す
。
下
山

後
に
は
、
杵
つ
き
の
お
餅
を
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
の

一
日
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
23
日
（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
保
険

　

料
含
む
）

そ
の
他　

弁
当
持
参

申
込
み　

11
月
21
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

新
田
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　
　

☎
３
３
―
０
８
７
０

中
・
西
播
磨
地
区
精
神
保
健
福
祉

研
修
会

　

～
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　

近
年
、
そ
う
う
つ
病
、
認
知
症
、

発
達
障
害
等
の
精
神
疾
患
が
急
増

し
、
こ
の
た
び
５
大
疾
病
（
国
民

病
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
団
法
人
兵
庫
県
精
神
障
害
者

家
族
会
連
合
会
等
で
は
、
多
く
の

精
神
疾
患
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
広
め
る
た
め
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

精
神
病
に
関
係
な
い
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

内　

容　

講
演
と
体
験
発
表

　

講
演　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

　

講
師　

精
神
保
健
福
祉
士

藤
田
修
美
氏

定　

員　

２
０
０
名

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
中
播
磨
峰
の
会

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
７
５
３
７

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
で
は
、
平

成
24
年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学　

科　

機
械
制
御
工
学
科
、
建

　

築
工
学
科
、
情
報
工
学
科
、
自

　

動
車
工
学
科

試
験
区
分　

一
般
入
校
試
験

受
付
期
間　

11
月
４
日
～
18
日
ま
で

試
験
日　

11
月
26
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
立
但
馬
技

　

術
大
学
校

☎
（
０
７
９
６
）
２
４
―
２
２
３
３

守
る
の
は　

気
づ
い
た
あ
な
た
の

そ
の
勇
気

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
や
社
会
か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か

に
暮
ら
す
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
、
幼
い
子
ど
も
た

ち
が
児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ

き
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
命
ま
で
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
養

育
者
）
が
子
ど
も
に
対
し
、

・
暴
行
を
加
え
る
な
ど
の
「
身
体

　

的
虐
待
」

・
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
な
ど

　

の
「
性
的
虐
待
」

・
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
、
適
切

　

な
監
護
を
著
し
く
怠
る
「
ネ
グ

　

レ
ス
ト
」

・
暴
言
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
心
に

　

傷
を
負
わ
せ
る
よ
う
な
言
動
を

　

イ
ベ
ン
ト

　

募　

集　
　

　

お
知
ら
せ

本　庁
総務課　　　　　34－ 0001
議会事務局　　　34－ 0213
財政課　　　　　34－ 0002
地域振興課
　地域振興係　　34－ 0185
　商工観光係　　34－ 0971
　農林業係　　　34－ 0960
教育課　　　　　34－ 0212
住民生活課　　　34－ 0962
税務課　　　　　34－ 0961
建設課　　　　　34－ 0964
上下水道課　　　34－ 0966
会計課　　　　　34－ 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32－ 1222
　健康福祉課　　32－ 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32－ 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34－ 0965
公民館
　中央公民館　　34－ 1450
　神崎公民館　　32－ 1681
センター長谷　　35－ 0001

　男　　6,002 人　	（－  8）
　女　　6,703 人　	（－ 13）
　計　	12,705 人　	（－ 21）
世帯数　4,132 世帯（－	 	3）

人 の 動 き

※ 2011 年 9 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は先月比
　転入　12 人
　出生　		6 人

転出　23 人
死亡　16 人

※ 2011 年 9 月中の異動
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行
う
「
心
理
的
虐
待
」

を
加
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

虐
待
事
犯
を
早
期
に
発
見
し
、

保
護
す
る
た
め
に
は
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
児
童

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た

り
、
発
見
さ
れ
た
と
き
は
す
み
や

か
に
関
係
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た
方

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
９
）
２
９
７
―
１
２
６
１

夜
間
・
休
日

☎
（
０
７
９
）
２
９
４
―
９
１
１
９

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
１
０

福
崎
警
察
署
☎
２
３
―
０
１
１
０

健
康
福
祉
課
☎
３
２
―
２
４
２
１

住
民
生
活
課
☎
３
４
―
０
９
６
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
で
す

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
い

入
れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入

手
続
き
を
し
て
、
労
働
保
険
料
を

申
告
、
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
速
や
か
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

姫
路
公
共
職
業
安

　

定
所

☎
（
０
７
９
）
２
２
２
―
４
４
３
２

　

姫
路
労
働
基
準
監
督
署

☎
（
０
７
９
）
２
２
４
―
１
４
８
１

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

に
改
正
さ
れ
、
時
間
額
７
３
９
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
繊
維
工
業
外
８
件
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、
例
年

12
月
１
日
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
労
働
局　

賃

　

金
課

☎
（
０
７
８
）
３
６
７
―
９
１
５
４

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

11
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
は
、

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間
で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

相
談
日　

11
月
14
日
（
月
）

　

～
18
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

　

11
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

相
談
方
法　

電
話
相
談
。
秘
密
は

　

厳
守
し
ま
す
。

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務

　

局
職
員

相
談
電
話
番
号
（
全
国
共
通
ナ
ビ

　

ダ
イ
ヤ
ル
）　

☎
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―
８
１
０

問
い
合
わ
せ　

神
戸
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
８
２
１

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所
で

は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
姫
路
断
酒
会
会
員
に
よ

る
断
酒
に
関
す
る
相
談
も
同
時
開

催
し
ま
す
。
ご
本
人
に
限
ら
ず
、

ご
家
族
や
関
係
者
の
方
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
16
日
（
水
）、
12

月
21
日（
水
）、１
月
25
日（
水
）、

２
月
22
日
（
水
）、
３
月
21
日

（
水
）　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）

申
込
み　

予
約
制
で
す
。
必
ず
事

　

前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉

　

事
務
所　

地
域
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
１
２
３
４

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、働
く
自
信
が
な
い
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15

歳
か
ら
概
ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
、
午
後
２
時

　

30
分
～
、
午
後
３
時
30
分
～
の

　

各
１
名
、
予
約
制

と
こ
ろ　

福
崎
町
サ
ル
ビ
ア
会
館

申
込
み　

11
月
17
日
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
崎
町

　

役
場　

産
業
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
―
０
５
６
０

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
︵
巡
回
相
談
︶

　

相
談
内
容
は
、
母
子
家
庭
の
母

と
子
、
寡
婦
及
び
父
子
家
庭
の
父

と
子
か
ら
、
母
子
自
立
支
援
員
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
母
子

生
活
支
援
施
設
長
・
母
子
指
導
員

等
が
現
に
受
け
て
い
る
相
談
で
、

裁
判
を
前
提
と
し
た
法
律
上
の
専

門
知
識
を
要
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
１
日
（
木
）

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡

　

し
ま
す
。

と
こ
ろ　

姫
路
総
合
庁
舎
職
員
福

　

利
セ
ン
タ
ー　

小
会
議
室

（
姫
路
市
北
条
１
丁
目
98
番
地
）

申
込
み　

11
月
17
日
ま
で

※
事
前
に
相
談
内
容
を
伺
い
ま

す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

中
播
磨

　

健
康
福
祉
事
務
所　

地
域
福
祉
課

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
１
４

　

住
民
生
活
課
☎
３
４
―
０
９
６
２

●
心
配
ご
と
相
談

　

11
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　

相　

談
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SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦献血
　10：00 ～	神支
　13：30 ～	 本

◦英会話教室
　（初級）

　19：30 ～中公

◦ポリオ予防接種
13：00 ～保セ

◦すくすく相談
　13：30 ～神支

◦ふるさと文化祭
　芸能発表会
　10：00 ～ グ

◦子ども茶道教室
　10：00 ～	中公

◦ふるさと文化祭
　作品展
　9：00 ～神公

◦カーミンの収
　穫祭
　9：00 ～ カ
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11 月くらしのカレンダー

◦カーミンの
　日曜市

◦栄養相談
　9：00 ～	 神支

◦ポリオ予防接種
13：00 ～保セ

◦ふるさと文化祭
　作品展
　9：00 ～神公

◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦婦人セット健診
　13：00 ～総病

◦ふるさと文化祭
　作品展
　9：00 ～神公

◦中播磨地区手をつ
なぐ育成会おんが
くあそび
　13：00 ～	神支

◦健康福祉
　なんでも相談
　9：00 ～神支

◦英会話教室
　（初級）

　19：30 ～中公

◦古文書教室
　（初級）

10：00～神公

◦消費者相談
　13：30 ～ 本

◦楽しいお菓子作り教室
　9：00 ～	 中公

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～	中公

◦成人ゼミナール
　13：30 ～神公

◦町ぐるみ健診
　8：30 ～	 神支

◦越知川名水街道
　秋物語
　10：00 ～

◦地域医療
　　フォーラム
　13：30 ～ グ

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～神支

◦ 1歳6か月健診
　13：00 ～神支

◦軽登山教室
　9：00 ～

◦秋の千ヶ峰登山
　とお餅つき
　10：00 ～
　新田ふるさと村

◦すずらん祭り
　11：00 ～総病

◦カーミンの
　日曜市
◦ロープジャン
　プＸ大会
　9：00 ～

神崎体育センター
◦中播磨地域
　活動交流メッセ
　10：00 ～ 本

◦中播磨地域活動
　交流メッセ
　9：00 ～
本庁舎周辺

◦銀の馬車道沿線交
　流フェスティバル
　13：00 ～中公
◦ケアステーションかん
　ざき地域公開講座
　14：00 ～

ケアステーションかんざき

◦あじさい学級
　趣味	 9：45 ～
　教養 13：00 ～
　	 	 　神公 	

◦あやめ学級
　趣味 13：00 ～
　教養 10：20 ～
　	 	 　中公 	

◦人権を考える日

◦国民健康保険税
　第4期
　介護保険料第3期
　納期限

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

文化の日

勤労感謝の日

◦銀の馬車道沿線
　交流フェスティ
　バル
　13：00 ～中公


